表の 人物 

A.emilius Plorus 主人 

Mummus 老いた る奴隸 

Lukas 無言の 童 

Gorgo 田舎娘 

Calpumia 主人の 友の 妻 

老いた る 乳母 

差配人 

医師 

獄吏 

跣 足の 老人 



従者 等 

裏の 人物 

Malchius 賊 

Titus 商人 

赤毛の 女 

兵卒 等 

ェ ミリ ウス . フロルス は 同じ 赤 光 のす る 向 側の 石 



話 をして ゐる あなたなん ぞを、 却って 幻 だと 思 ふでせ 

うご 

おそれ 

「その 夢 をお 話になる に は、 ひどく 興奮な さる 虞が 

あるで せう かご 

「なに、 なに」 と、 主人 は 忙しげに 反復して 云って、 

額に 出た 玉の汗 を 拭った。 そして 努力して、 忘れた 事 

を 想 ひ 出す 人の やうに、 きれん \ に 話し 始めた。 話の 

間 に 声が 叫ぶ やう に 高くなる かと 思へば、 又 囁いて 

聞かせる やうに 細くな つた。 

「あなたに 丈 は 今 話します が、 誰に も 言 はない やうに 

して 下さい。 どうぞ 誓言 をして 下さい。 事に よったら 



の 脱け たやう に 項垂れた。 

医師 は 「お 休なさい」 と 云って 部屋 を 出て、 差配人 

みは あ 

に 主人の 容態 を 話した 。 無言 の 童 は 目を睜 つて 口 を 開 

いて、 熱心に それ を 聞いて ゐた。 

夕方に フロルス は 年の 寄った 乳母 を 呼んだ。 乳母 は 

フロルスの 前にし やがん で、 お伽話 や、 小さい 時の 話 

をして ゐ たが、 それが 種 切に なつてから は、 自分の 翳 

んだ 目で 見、 遠くな つた 耳で 聞いた 事 をなん の 連絡 も 

なしに 話し 出した。 外套 を 体に ぴったり 巻き 附 けて、 

乳母 は 歯の 無い 口から しゅつ/ \ と 云 ふやうな 声 を 出 

して、 こんな 事 を 言った。 



主人の 声 は 苦労の 無 ささうな 声で ある。 一 一人 は 監獄 

の 門に 入った。 

財産が あり、 身分の ある フロルスで あるから、 獄吏 

は 別に 面倒な 事 も 言 はずに、 客の 要求 を容れ た。 勿論 

心 附けは 辞退せ ずに 受けた。 フロルス は 頃日 逃亡した 

奴隸が 監獄の 中に 入れられて ゐ はせ ぬか、 捜して 見た 

いと 要求した ので ある。 

フロルス は 隅々 まで 気 を 配って、 しかも 足早に 監獄 

あま 

を 見て 廻って、 最後の 地下室 を も 剰さなかった。 その 

目附は 馴染の ある 場所 を 見て 廻る やうな 目附 であった _ 

最後に フロルス は詞せ はしく 問うた。 



した 気色 をして ゐた。 子供の やうに 饒舌り 続けて 縁に 

くま 

はま だ 暈の ある 目が 赫 いた。 

ぢ.. ' のどか 

「どうだい。 ムン ムス 爺い。 あれ を 見い。 こんな 長閑 

な 空 を 見た ことがあ るかい。 木の葉 や 草花が こんなに 

可哀 らしく 見えた ことがあ るか い。 これから お前と 一 一 

人で ぶら/ \ 歩いて 別荘に 往 かう。 己 は 桜ん坊 を 食つ 

て、 牛乳 を 牛の 乳房から 飲まう。 そして 気楽に 日を暮 

さう。 お前 田舎の 娘 を 一 人世 話 をして くれ。 枯草ゃ 山 

をし 

羊の 香の する 娘 だな。 少し は 葱 臭くても 好い。 あの 痏 

のル カス は 別荘へ は 呼ばないで 置かう。 どうだい。 ム 

ン ムス 爺い。 け ふの やうに 己の 元気の 好かった 事が あ 



ねパこ \ 

フロルス は 低い 寝台の 上に 身 を 横へ た。 壁の 方に 向 

いて、 黙って 溜息 を衝 いた。 

そこへ ゴ ルゴ ォ がそ つと 這 入 つ て 来て 抱き 附 いたが、 

フロルス は 顧みずに、 押し退ける やうに して 云った。 

「お前 誰 だ。 知らない 女 だ。 今 は 行けない。 気 を附け 

ろ。 錠前の 音が すると、 番人が 目を醒 ます ぜご 

ゴ ルゴ ォは 黙って 退いた。 

無言 のル カスが 狗の やうに 這 ひ 寄 つて、 寝台の 縁 か 

ら 垂れて ゐる 主人の 手に 接吻した。 

五 



「死 だ、 死 だ。 又 縛られな すった の だ。 そして 歩いて 

歩いて、 とうくが つかりな すって、 床の 上に お 倒な 

さる。 わたしに はなん にも 仰 やらない。 わたし は 飛び 

附 いた。 すると 咽をぜ いく 云 はせ ながら、 目 を 開い 

て 御覧な すった。 ああ。 神々 様。 朝日が 窓から 赤く 差 

した。 フロルス 様 は 黒く おなりな すって、 それ 切 動か 

なくお なりな すった ご 

死骸の 始末な どのた めに、 人々 はル カスの 事 を 忘れ 

てゐ た。 

ま ろ .li だし 

翌朝 やっと 明るくなる 頃、 襤褸 を 着た 跣 足の 老人が 

来て、 フロルスに 逢 ひたいと 云った。 主人の 怪しい 
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